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令和７年５月２日記者会見 

【市長】 

本日の案件は、２件でございます。 

初めに第１３回市議会臨時会を、５月１２日（月曜日）に開会す

るため、本日、招集告示をさせていただきました。 

今議会に提出が予定されている案件でございますが、 

議会からの提出案件が、「常任委員会委員及び正副委員長の選任」

と「議会運営委員会委員、正副委員長及び理事の選任」の２件、 

市からの報告は、「令和７年度税制改正に伴う苫小牧市税条例の一

部改正」と「損害賠償額の決定」にかかる専決処分が２件の、合計

４件でございます。 

また、「苫小牧市立小学校事務職員の金銭着服について」の行政報

告を行う予定です。 

次に、未定案件でございます。 

６ページに記載しております、選挙（１）から（３）、議案（１）、

その他の議事（１）及び（２）は、議会関連の内容であり、議長等

の辞職等があった場合に追加となる案件でございます。 

案件の説明は以上でございます。 

 

【市長】 

次に案件２の「帯状疱疹ワクチン定期接種の開始について」ご説

明いたします。 

帯状疱疹ワクチンにつきましては、今年度から予防接種法のＢ類

疾病に位置付けられ定期接種の対象になったことから、苫小牧市医

師会と協議・調整を行ってまいりましたが、この度、接種体制が定

まりましたので、６月 1日から定期接種を開始いたします。 

詳細につきましては担当部長から説明させていただきます。 

 

【健康こども部長】 

私から、「帯状疱疹ワクチン定期接種の開始について」ご説明いたします。 
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記者会見資料２をお願いいたします。 

はじめに、定期接種の概要ですが、対象者は本市に住民登録のある６５歳か

ら１００歳までの５歳刻みの方及び６０歳から６４歳までの免疫機能障害に

よる身障者手帳１級を有する方といたします。 

 使用ワクチンは、生ワクチンは１回、不活化ワクチンは２か月以上の間隔を

おいて２回接種とし、対象者には５月中旬以降に案内文書を郵送し、６月から

医療機関での接種を行う体制を構築しており、実施医療機関は裏面に記載の

３６医療機関でございます。 

 次に、接種費用につきまして、本市のＢ類疾病への自己負担額は国が示すワ

クチン標準価格相当額をご負担していただくことを基本的な考え方にしてお

りますが、本定期接種では、経済的負担の軽減を目的に市が半額相当分を負担

することで、生ワクチンは 2,500 円、不活化ワクチンは 1 回 9,000 円とした

ところでございます。 

 なお、生活保護受給者の対象者は無料といたします。 

 また、過去に帯状疱疹にり患した方も対象とするほか、５月までに不活化ワ

クチンの 1回目の接種を終えた方は２回目の接種について対象といたします。 

 市としましては、接種を希望される方に対する体制を構築しましたので、ご

検討いただければと考えております。 

 私からの説明は以上でございます。 

 

【市長】 

説明は以上でございます。ご質問があれば、お受けいたします。 


